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1.はじめに 

量子ドット(Quantum Dots: QDs)とは、光学

特性を持つ直径数 nm～数十 nmの半導体結晶で

あり、粒径を変化させることで発光波長を変更

することができる。また、コア・シェル構造と

よばれる 2層構造にすることで、発光強度が上

昇することがわかっている。従来、高性能な量

子ドットにはカドミウム(Cd)が用いられてき

たが、RoHS 指令によって特定有害物質に指定

され、使用が制限されている。そこで、Cdを用

いない AgInS2/ZnS QDsが注目されている。本

研究では、これまで加熱装置をシリコーンオイ

ル(SiOil)方式からマントルヒーター(MH)方式

に変更することを検討してきた。今回はマイク

ロフローリアクター(MFR)に変更することで発

光強度に与える影響を調べた。 

2.実験方法 

AgInS2/ZnS QDsは酢酸銀、酢酸インジウム、

酢酸亜鉛、オレイン酸、オクダデセンを用いて

金属前駆体を作製し、オレイルアミン、純硫黄

を用いて S前駆体を作製した。上記の前駆体 2

つとドデカンチオールを混合し、加熱すること

で QDsを作製した。コア作製は 180℃で 10分、

シェル作製は 230℃で 5分とし、酢酸銀と酢酸

インジウムの比率を 1:3,1:5,1:10 と変化させ

た。上記の加熱装置に SiOilのみを使用した場

合と MH のみを使用した場合のコア・シェル構

造 QDs発光の積分強度値を比較した。また、シ

ェル構造部の作製のみ、加熱工程で使用する加

熱装置を MHから MFR に変更した場合の QDs に

与える発光特性の影響を調べた (Agと Znの 

モル比率は、すべて 1:3とした)。 

3.実験結果 

Agと Znのモル比を変化させ、SiOilと MH加

熱装置を用いて作製した QDs の発光強度の積

分強度値を比較した。結果を図 1に示す。どち

らの加熱装置を用いた場合でも、モル比が 1:3

で発光強度値が大きくなった。また、MHを用い

て作製した QDsは、SiOilを用いて作製した場

合より積分強度値が大きくなる傾向が見られ

た。次にシェル構造部を作製する際の加熱機構

を MH から MFR へ変更した時の発光スペクトル

を図 2に示す。加熱方法を変更することで、発

光強度値は上昇することを確認した。 

 

図１ 加熱装置毎の積分強度値の関係 

 

図２ 加熱装置の違いによる発光特性
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